
 平成 23 年９月１３日 

JR 東 日 本 秋 田 支 社 

 

産学連携により秋田新幹線「こまち」１５周年に合わせたオリジナル駅弁を開発します！ 

 

 
 
 
 
 
 

秋田新幹線「こまち」は、来年の３月２２日に開業１５周年を迎えます。この期に合わせ、「産」

「学」が連携した秋田に相応しいオリジナリティーのある駅弁を開発し、「こまち」１５周年イベン

トを盛り上げるとともに、秋田のイメージアップにつなげます。 

 

1 連 携 先   秋田公立美術工芸短期大学   

産業デザイン学科 地域対応 地域対応演習官能ゼミ  
          かん  のう  すけ  やす 

官 能 右 泰 教授 

 

２ 覚書締結式  （１）日 時 平成２３年９月１５日（木） １２時４５分から  

（２）場 所 ＪＲ東日本秋田支社  

         （３）出席者 秋田公立美術工芸短期大学    官能 右泰教授  

                ＪＲ東日本執行役員秋田支社長  河野 浩一  

 

３ 開発方法   秋田公立美術工芸短期大学の学生３チームによるデザイン構成やパッケージ制作

を行ない、関根屋が製造し、複数回のプレゼンを経たのち最終審査会で代表の新

作駅弁を決定いたします。 

 

４ 選出方法   プレゼン・最終審査会は、広く秋田の「食」に携る方の意見を反映させるため、

当社以外の方の参加も予定しております。 

秋田県、㈱関根屋（注１） 

㈱日本レストランエンタプライズ（注２）、㈱ＪＲ東日本リテールネット（注３） 

注１列車や駅構内の売店で販売する駅弁等を製造 

注２秋田新幹線「こまち」の車内で駅弁等を販売 

注３駅構内のニューデイズやキオスクで駅弁等を販売 

 

５ 開発ｽｹｼﾞｭｰﾙ  平成２３年９月下旬～平成２４年１月中旬 

                        

６ 販売開始   平成２４年３月（予定） 

 

７ 販売期間   約３ヶ月間（予定）                                  


